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地区本部 トピックス Chiku Topi

●西部地区子牛共進会
10月25日に西部家畜市場で令和元年度西部地区子牛共進

会を開催し、西部地域（いわ
み中央・西いわみ地区本部管
内）から選抜された肉用雌子
牛18頭の出品がありました。

審査の結果、最優秀賞には
益田市 (株)田原牧場の出品牛

「みふひこ」号が選ばれました。

●島根中央子牛共進会
11月15日に島根中央家畜市場で令和元年度島根中央子

牛共進会を開催し、東部地域（くにびき・やすぎ・雲南・
出雲・斐川地区本部管内）から選抜された肉用雌子牛40
頭の出品がありました。

審査の結果、各区の優秀賞首
席は１区 安来市 倉井公子さん
出品牛「ひみさくら」号、２区 
雲南市 岡田明さん出品牛「たか
やす」号が授賞し、グランドチャ
ンピオンには倉井公子さんの「ひ
みさくら」号が選ばれました。

浜田西支店では支店ふれあい活動の一環として、支店運
営委員会で協議し、今年で４回目となるＪＡの浜田西支店

“秋の収穫祭”を11月16日に開催しました。地元農産物ＰＲ
を目的として管内生産者の新鮮で安心・安全な農産物等を
販売し、当日は晴天にも恵まれ来場者も多く、大量の農産
物も午前中でほぼ完売となりました。またＪＡの日頃の感
謝を込め「豚汁」の無料提供や、「柿の種飛ばし記録会」を
行い会場は賑わいました。ＬＡコーナーでは「ＪＡ自動車共
済保障診断」窓口を設けＰＲし、また地域貢献活動として
来場者全員に「ＪＡ共
済反射タスキ」他、Ｊ
Ａ粗品と信用・共済チ
ラシを添え配布し「交
通安全」について再度
意識して頂きました。

最後に、開催にあた
り支店運営委員による
協力に大変感謝してい
ます。また職員も一
丸となって取り組み

「チーム浜田西」がよ
り団結したと感じまし
た。

パパイア栽培を手掛ける「農事組合法人とよた農産（代
表理事組合長松本要）」は11月17日、益田市の健康づく
りイベント「健康ますだ市21フェスティバル」の珍しい
野菜や果物を紹介する企画に協力し、青パパイアを提供し
ました。

会場ではパパイアの木を１本丸ごと展示して紹介したほ
か、果実を使った料理の試食もあり、珍しさも手伝って来
場者の注目を集めました。

パパイアは、同法人が他県の栽培地に研修に出向き、水
田転作作物として取り入れ、現在は20本余りを露地で栽
培しています。

青い果実を「青パパイア」として市内のスーパーやＡコー
プ店の産直コーナーで販売するほか、葉っぱもパパイア茶
として販売中です。

島根おおち地区本部邑智支店は、11月10日に美郷町で
開催された産業祭みさとふるさとまつりのメインイベント
である第37回鴨山駕籠かき大会「仮装の部」に出場しま
した。

この大会は、４人もしくは５人１組で参加し、ゴールま
でのスピードを競う「競技の部」と駕籠の装飾などアイデ
アを競う「仮装の部」があり、駕籠に40㎏程度（女子チー
ムの場合は20㎏程度）の肥料袋を乗せ（「競技の部」のみ）、
駕籠を担ぎおよそ２キロを走ります。邑智支店では、第１
回大会から出場し、37年連続で出場しています。

今回の駕籠は『宇宙戦艦ヤマト』。邑智地区の職員が業
務終了後に集まり、約１ヵ月かけて長さ約３ｍ、高さ約１
ｍの戦艦ヤマトを作り上げました。大会には、町内外から
18チームが参加し、古代、デスラーなどに仮装した職員
が 駕 籠 を 担
ぎ、沿道のあ
たたかい声援
を受けながら
走りきり、仮
装の部で第２
位を受賞しま
した。

島根
おおち 鴨山駕籠かき大会出場西いわみ 青パパイアを

健康づくりイベントで紹介

いわみ
中央

秋！今年も開催！
ＪＡの浜田西支店“秋の収穫祭”本　店 令和元年度子牛共進会を開催

最優秀賞に選ばれた
（株)田原牧場の出品牛「みふひこ」号

グランドチャンピオンに選ばれた
倉井さんの出品牛「ひみさくら」号
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JA石見銀山地区本部は11月９日、同地区本部にて「JAふれあい祭」を開催しました。
また、JAグリーンおおだ・すいせんの里では、８日と同日の２日間、ご利用感謝セー
ルを開催し、いずれも多くの来場・来店者で賑わいました。

ＪＡふれあい祭第５回

あか穂もち餅つき農産物特売

大江高山神楽社中
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「
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
祭
」は
、
組
合
員
、

地
域
住
民
の
日
頃
の
利
用
に
感
謝
を
込

め
、
今
年
で
５
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
農
産
物
特
売
の
他
、
生
産
組
合
、

組
合
員
組
織
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
出
店
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
催
し
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
和
太
鼓

や
神
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は「
地
元
産
野
菜
Ｐ

Ｒ
早
食
い
大
会
」を
開
催
し
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
練
り
こ
ん
だ
そ
ば
、
白
ね
ぎ
、

西
条
柿
が
用
意
さ
れ
、
青
年
連
盟
や
女

性
部
等
の
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

閉
会
前
に
は
大
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

石
見
銀
山
和
牛
や
大
田
市
産
の
農
産
物
、

地
元
農
産
物
を
使
用
し
た
加
工
品
セ
ッ

ト
な
ど
が
賞
品
と
し
て
、
当
選
者
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

リング焼き

地元産野菜PR早食い大
会

米の食味分析 石見銀山和牛串焼き

銀山あゆみ太鼓
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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
青

年
連
盟（
以
下
、
農
青
連
）

が
11
月
６
日
に
、
香
川
県
高

松
市
で
開
催
さ
れ
た
中
国
・

四
国
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
大
会

『
組
織
活
動
実
績
発
表
の
部
』

に
出
場
し
ま
し
た
。

農
青
連
は
８
月
に
、
隠
岐

の
島
町
で
開
催
さ
れ
た
島
根

こ
の
活
動
は
５
年
前

か
ら
継
続
し
て
展
開
さ

れ
て
お
り
、
リ
ピ
ー

タ
ー
も
定
着
す
る
な
ど
、

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

渡
邊
委
員
長
は「
多

く
の
人
を
前
に
緊
張
し

た
が
、
練
習
の
成
果
を

発
揮
で
き
た
」と
話
し

ま
し
た
。

活動発表をする渡邊委員長 県
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
本
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
渡
邊
徹
委
員
長

が
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女

性
部
と
の
共
同
企
画『
食
農

料
理
体
験
活
動
　
と
っ
て
！

つ
く
っ
て
！
た
べ
よ
う
！
』

の
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
青
年
連
盟
が
出
場

● 

中
国
・
四
国
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
大
会

1
TOPICS

視察先のほ場を見学する組合員

先
進
地
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

● 

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合
視
察
研
修
会

2
TOPICS

11
月
16
日
、
島
根
県
立
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 「
あ
す
て

ら
す
」に
て
、「
あ
す
て
ら
す

開
館
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石

見
銀
山
女
性
部
が
演
劇「
山
内

静
代
物
語
～
立
ち
上
が
る
農
村

女
性
の
今
昔
～
」を
披
露
し
ま

し
た
。

当
日
は
多
く
の
参
加
者
が
会

場
に
詰
め
か
け
、
女
性
部
の
演

劇
に
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生

産
組
合
が
11
月
11
～
13
日
に
、

視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

長
崎
県
農
林
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
と
熊
本
県
の
Ｊ
Ａ
阿
蘇
管

内
の
生
産
者
及
び
共
撰
場
を
訪

問
し
、
先
進
地
の
取
り
組
み
を

学
び
ま
し
た
。

同
組
合
の
岩
﨑
勝
男
組
合
長

は「
今
後
も
し
っ
か
り
と
勉
強

し
、
先
進
地
に
追
い
つ
い
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

演劇を披露するJAしまね石見銀山女性部

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
が

演
劇
を
披
露

● 「
あ
す
て
ら
す
」
開
館
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

3
TOPICS

石
見
銀
山
柚
子
生
産
組

合（
和
田
浩
組
合
長
）は
、

今
が
旬
の
大
田
産
の
ユ
ズ

（
品
種『
多
田
錦
』）を
11

月
22
日
に
初
出
荷
し
ま
し

た
。
こ
の
日
の
出
荷
量
は

11
㌧
で
、
愛
媛
県
の
加
工

業
社
へ
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
組
合
長
は「
気
温

も
低
く
な
っ
て
き
た
が
、

怪
我
等
に
気
を
つ
け
て
、

作
業
し
て
い
き
た
い
」と

語
り
ま
し
た
。

11
月
19
日
か
ら
、
Ｊ
Ａ

石
見
銀
山
地
区
本
部
の
営

農
セ
ン
タ
ー
集
荷
所
に
て

受
け
入
れ
を
開
始
し
、
選

果
作
業
を
経
て
、
順
次
出

荷
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

同
組
合
は
、
市
内
各
地

で
ユ
ズ
を
２･

５
㌶
栽
培

し
て
お
り
、
主
に
、
品

種『
多
田
錦
』を
大
分
県

や
愛
媛
県
の
加
工
業
社
へ

と
出
荷
し
て
い
ま
す
。
種

が
な
く
、
果
汁
が
多
い
た

め
加
工
用
に
適
し
て
お
り
、

搾
汁
の
他
、
薄
い
皮
を
利

用
し
て
、
皮
ご
と
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
羊
羹
な
ど

の
加
工
品
に
も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

出
荷
は
12
月
上
旬
ま
で

続
く
見
込
み
で
、
石
見
銀

山
柚
子
生
産
組
合
は
、
今

年
約
25
㌧
の
出
荷
量
を
目

指
し
ま
す
。

25
㌧
の
出
荷
量
を
目
指
す

● 

ユ
ズ
初
出
荷

4
TOPICS

選果作業をするJA職員
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令和元年度 年末年始におけるATM休止のお知らせ
年末年始のATM稼働時間等は、以下のとおりです。
ご利用の皆様には大変ご不便をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。

設置場所 12月30日（月） 12月31日（火） 1月1日（水･祝） 1月2日（木） 1月3日（金） 1月4日（土）
ＪＡグリーンおおだ 9：00～ 18：30

休　止
9：00～ 18：30

大 田 市 立 病 院 9：00～ 19：00
イ オ ン 大 田 店 9：00～ 21：00 9：00～ 20：00
石 見 銀 山 支 店 8：30～ 20：00 	 9：00～ 20：00 8：45～ 20：00
大 田 中 央 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00

休　止

8：45～ 20：00
大 田 市 役 所
大 田 東 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00 8：45～ 17：00
富 山 購 買 店 舗 9：00～ 19：00 9：00～ 17：00
三 瓶 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00 8：45～ 17：00
高 山 支 店 8：45～ 19：00 8：45～ 17：00
温 泉 津 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00 8：45～ 17：00
井 田 購 買 店 舗 9：00～ 19：00 9：00～ 17：00
仁 摩 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00 8：45～ 17：00

※大田市立病院設置のATMにつきましては、12月31日（火）から新病院開院までの間、休止いたします。
※大田市役所設置のATMにつきましては、１月６日（月）から稼働いたします。

令和元年度　年末年始の業務のお知らせ
12/30（月） 12/31（火） １/１（水･祝） １/２（木） １/３（金） １/４（土） １/５（日） １/６（月）

営
農
経
済
部

農産課 休　業 通常業務

生産販売課
通常業務 休　業 午後業務 休　業 午前業務 通常業務

通常業務 休　業 通常業務

畜産課 通常業務 休　業 通常業務

営農推進資材課
通常業務 休　業 通常業務

12/28（土）から配送休業 通常配送

農業機械課 12/26（木）から休業 通常営業

JAグリーンおおだ 
（通常営業9：00～18：30） 通常営業 時間短縮営業

（17：00まで） 休　業 通常営業

富山購買店舗 通常営業 休　業 通常営業

宅野購買店舗 通常営業 休　業
１月７日（火）から通常営業

井田購買店舗 12/28（土）から休業 通常営業

すいせんの里
（通常営業8：30～15：00） 通常営業 休　業 通常営業

ふれあいの森店
（通常営業9：00～17：00）

時間短縮営業
（12：00まで） 休　業 時間短縮営業

（16：00まで） 通常営業

生活典礼課 通常業務 当番体制　 葬儀専用ダイヤル ☎0854-84-9088 通常業務

自動車課 通常営業 休　業 通常営業 休　業 通常営業

金
　融

共
済
部

金融課・旅行
センター・融資課 通常業務 休　業 通常業務

共済課 通常業務 休　業　 事故等のご連絡先  0120-258-931 通常業務

企画総務部 通常業務 休　業 通常業務

支　店 通常営業 休　業 通常営業

大田パストラル 通常営業 休　業 通常営業

集 荷 所

農産物集荷便

資材受渡

定期配送
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪

■
夫
婦
そ
ろ
っ
て
お
も
ち
好
き
。
大
田
市
の
あ
か
穂

も
ち
、
美
味
し
い
そ
う
で
す
ね
！
我
が
家
で
は
、
何

も
付
け
ず
に
そ
の
ま
ま（
焼
い
た
ま
ま
）食
べ
る
の

が
一
番
人
気
で
す
。�

（
H
さ
ん
）

■
今
年
も
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
た
。
予
想
通
り
の

結
果
で
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
の
肥
満
症
、
高
血
圧
症
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
。
前
年
も
同
様
で
し
た
。「
健

康
散
歩
」の
内
容
を
参
考
に
し
て
、
来
年
は
少
し
で

も
い
い
結
果
が
出
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。（
T
さ
ん
）

■
年
賀
状
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年

ち
ょ
っ
と
憂
鬱
で
す
け
ど
、
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
友

人
や
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
と
の
や
り
と
り
は
嬉

し
く
も
あ
り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
年
賀
状
は
欠
か
せ
な

い
で
す
ね
。
ま
た
、
手
作
り
の
年
賀
状
は
嬉
し
い
で

す
ね
。
楽
し
み
で
す
。�

（
T
さ
ん
）

■
国
道
９
号
線
を
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
今
年
は
な

ん
と
柿
が
、
た
わ
わ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
！
せ
っ

か
く
た
く
さ
ん
実
を
つ
け
て
い
る
の
に
、
そ
の
家
の

方
は
な
ん
で
食
べ
な
い
の
か
な
、
と
不
思
議
で
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
カ
ラ
ス
が
食
べ
る
か
、
熟
し
て

落
ち
る
か
、
も
っ
た
い
な
い
な
、
と
思
う
の
は
私
だ

け
で
す
か
ね
え
…
。�

（
H
さ
ん
）

■「
大
田
市
の
あ
か
穂
も
ち
」を
読
ん
で
…
。
私
た

ち
は
40
数
年
前
に
知
人
か
ら
あ
か
穂
も
ち
を
い
た
だ

き
、
粘
り
が
と
っ
て
も
よ
く
、
旨
み
も
と
て
も
あ
り
、

そ
れ
か
ら
ず
ー
っ
と
Ｊ
Ａ
で
も
ち
米（
少
し
高
い
け

ど
）を
買
っ
て
、
正
月
を
祝
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者

の
減
少
す
る
中
、
こ
の
美
味
を
無
く
さ
な
い
よ
う
に

作
り
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も

孫
た
ち
と
餅
つ
き
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
M
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
の
駐
車
場
に
出
入
り
口
の

看
板
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

（
A
さ
ん
）

■
毎
号
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

久
々
に
ゆ
っ
く
り
で
き
た
の
で
、「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
」に
挑
戦
し
ま
し
た
。
高
齢
者
と
言
わ
ず
、

や
っ
て
み
る
の
は
大
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
H
さ
ん
）

■「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
」に
、
お
歳
暮
の
カ
タ
ロ

グ
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
歳
を
重
ね
る
と
、
一
年
の

早
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。�

（
H
さ
ん
）

■
今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
を
告
げ
、
お
正
月
を
迎

え
ま
す
。
地
元
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

米
、
も
ち
米
、
黒
豆
、
そ
ば
は
も
ち
ろ
ん
野
菜
も
、

農
薬
を
で
き
る
だ
け
控
え
め
な
も
の
を
。
我
が
家
で

も
栽
培
し
や
す
い
夏
野
菜
を
い
ろ
い
ろ
。
冬
は
大
根
、

ね
ぎ
な
ど
、
庭
先
に
は
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
パ
セ
リ
、
わ

け
ぎ
、
レ
タ
ス
、
各
種
ハ
ー
ブ
等
、
料
理
の
ア
ク
セ

ン
ト
に
活
用
し
て
い
ま
す
。�

（
S
さ
ん
）

す
っ
か
り
年
末
モ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
は
、
旧
暦
で
は「
師
走
」と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
説
に
は
経
を
あ
げ
る
た
め
に
師
僧
が
東
西

を
馳
せ
走
る
月
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
師
馳
せ
る

→
師
走
」に
な
っ
た
の
だ
と
か
。

　
師
僧
だ
け
で
は
な
く
一
般
人
の
我
々
も
、
何
か
と

慌
た
だ
し
く
、
バ
タ
バ
タ
す
る
こ
の
季
節
。
穏
や
か

な
新
年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
も
一
年
、「
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
び
よ
り
」を
ご
覧

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

読 者 コ ー ナ ー
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　院
　長

福ふ
く

田だ

　亮り
ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 11 月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

11 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 13 832,700 355,300 580,123 -54,253 -140,745 266 284
中央 86 990,000 355,300 680,503 16,114 3,543 278 280
県 154 990,000 33,000 643,700 -20,689 -15,668 275 282

ヌキ
管内 31 1,103,300 518,100 786,784 18,184 27,779 295 274
中央 167 1,211,100 518,100 811,655 -5,264 37,990 301 273
県 233 1,211,100 353,100 801,985 -14,934 34,461 303 276

【ヌキ】 【メス】

人
生
百
年
時
代
に
思
う

12
月
は
雑
談
で
す
。
昭
和
55
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、
菅
原
文
太
と
加

藤
剛
主
演
で
幕
末
か
ら
明
治
維
新
を
描

い
た「
獅
子
の
時
代
」で
し
た
。
話
の

中
で
根
津
甚
八
が
扮
す
る
伊
藤
博
文

が
、
加
藤
剛
が
扮
す
る
苅
谷
嘉
顕（
架

空
人
物
）に
大
日
本
帝
国
憲
法
の
草
案

を
作
る
よ
う
命
じ
ま
す
。
長
く
抑
圧
さ

れ
た
農
民
、
町
人
に
大
き
な
自
由
と
権

利
を
与
え
た
い
苅
谷
嘉
顕
は
、
自
由
平

等
を
謳
う
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
を
手
本
に

草
案
を
作
り
ま
す
。
し
か
し
、
伊
藤
博

文
は
ダ
メ
出
し
し
ま
す
。「
全
く
ど
れ

も
現
実
を
度
外
視
し
た
理
想
論
ば
か
り

だ
。
日
本
人
は
ね
、
苅
谷
さ
ん
。
ま
だ

人
権
な
ど
を
論
ず
る
ほ
ど
成
熟
し
て
お

ら
ん
の
だ
よ
。
こ
ん
な
こ
と
を
許
し
た

ら
ど
う
な
る
？
世
の
中
、無
茶
苦
茶
だ
。

収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
」。
端
か
ら
で

き
な
い
こ
と
は
す
る
な
、
と
い
う
意
味

で
し
ょ
う
。
名
言
で
す
。
似
た
よ
う
な

フ
レ
ー
ズ
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。「
人

生
百
年
時
代
？
全
く
現
実
を
度
外
視
し

た
理
想
論
だ
。
人
間
の
体
は
ね
、
あ
る

年
齢
を
過
ぎ
て
尚
、
正
常
な
精
神
、
運

動
機
能
を
保
て
る
よ
う
に
は
で
き
て
お

ら
ん
の
だ
よ
。
そ
ん
な
状
態
で
、
や
た

ら
寿
命
だ
け
伸
ば
し
て
ど
う
な
る
？
世

の
中
、認
知
症
と
寝
た
き
り
ば
か
り
だ
。

収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
」。
数
万
年
の

人
類
進
化
の
歴
史
に
対
し
て
、
西
洋
医

学
の
進
歩
は
高
々
百
数
十
年
で
す
。
加

齢
と
共
に
骨
、
内
臓
、
神
経
な
ど
あ
ち

こ
ち
綻
ん
で
、
ボ
ロ
に
な
る
と
い
う
身

体
の
生
理
は
、
１
０
０
年
や
そ
こ
ら
で

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
私
は
最
近
、
古
く

か
ら
70
歳
を
表
す
古
希
と
い
う
言
葉
の

意
味
が「
大
変
稀
な
こ
と
」で
あ
る
の

は
伊
達
で
は
な
い
、
と
実
感
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
の
状
態
は
端
的
に

言
え
ば
、
医
療
の
進
歩
に
身
体
の
生
理

機
能
が
追
い
つ
か
な
い
状
態
で
す
。
高

血
圧
や
肥
満
、
糖
尿
に
な
ら
ず
、
腰
も

曲
が
ら
ず
、
年
を
と
っ
て
も
萎
縮
せ
ず

正
常
の
機
能
を
保
つ
脳
な
ど
、
実
現
に

は
千
年
単
位
の
時
間
が
必
要
で
す
。
皆

が
思
い
描
く
明
る
く
楽
し
い
人
生
百
年

時
代
な
ど
は
、
ま
だ
ま
だ
現
実
を
度
外

視
し
た
理
想
だ
と
、
あ
っ
さ
り
ダ
メ
出

し
さ
れ
そ
う
で
す
。

▶
来
年
も
良
質
な
牛
を
育
て
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

令
和
元
年
11
月
20
日

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 高田　雅晴 353 269 福之姫 勝忠平 安福久 平茂勝

2 志学 高田　雅晴 346 274 幸紀雄 華春福 安福久 神徳福

3 山口 大国　裕紀 304 283 美国桜 安福久 平忠勝 平金勝

4 久手 川上　　泉 321 283 勝乃幸 安福久 平忠勝 茂重桜

5 水上 ㈱大田原農場 353 282 美国桜 百合茂 安平照 金幸

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 水上 ㈱大田原農場 304 288 美国桜 安福久 百合茂 金幸

2 富山 神谷　光夫 304 277 久茂福 天照 平糸勝 茂重桜

3 井田 森　　徳行 271 250 福増 勝次郎 福栄 第２平茂勝

4 富山 白石　　祐 281 290 諒太郎 隆之国 平茂勝 茂重桜

5 富山 白石　　尚 315 285 美国桜 直太郎 21世紀 茂重桜

水
上
町㈱

大
田
原
農
場

三
瓶
町
志
学

高
田
　
　
駿�

さ
ん

▶
来
月
も
頑
張
り
ま
す
。
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ＪＡしまね　石見銀山地区本部からのお知らせ

TEL. 0854-82-1307 FAX. 0854-82-1308 （大田市農林福祉会館）
大田市大田町大田ロ 1329-8

ご予約・お問い合わせは

パ
ス
ト
ラ
ル
の

ホ
ワ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ミ

紅
梅
餅

笹
巻
み
た
ら
し
餅

味
付
数
の
子

金
柑
蜜
煮

花
か
ん
ざ
し

い
か
雲
丹
焼
き

本
か
ら
す
み

か
に
爪
浜
焼

金
箔
ぶ
ど
う
豆

花
豆
甘
煮

寿
高
野
豆
腐

白
梅
餅

焼
帆
立
串

菜
の
花
辛
子
和
え

真
た
こ
梅
酢
味

オードブル　　
￥10,000
　　　（税込）

※仕入れの都合上、内容が変更となる場合がございます。

２段重 和風
￥20,000
　　　（税込）

紅
鮭
昆
布
巻

伊
達
巻

鮭
西
京
焼

矢
羽
根
餅

竜
飛
巻

錦
糸
巻

新
鮮
た
こ
マ
リ
ネ

若
鳥
八
幡
巻

田
作
り

日
向
夏
な
ま
す

味
付
い
く
ら

エ
ビ
艶
煮

味
付
焼
春
た
け
の
こ

近
江
の
鮎
土
佐
風
味

若
桃
甘
露
煮

た
ら
の
子
旨
煮

配達をご希望の場合は、住所とお電話番号を
必ずお知らせくださいませ。

商
品
お
渡
し
日

　
　
　
　12
月
31
日
㈫

ご
予
約
承
り
期
間

　
 

　12
月
26
日
㈭
迄
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【穴子のさばき方】
　❶   塩でぬめりを取り、水洗いして拭き取り、腹開きをする。
　❷   目打ちで穴子を固定し、頭から尾に開く。腹骨を取り、

背びれ、腹びれを引き、背のぬめりを取る。
　❸   湯を皮の方にかけ、包丁の背でぬめりを取る。

①穴子の照り焼き
＜材料＞
　・穴子の開き　1/2枚 
　　　・濃口醤油　大さじ１　
　Ａ　・みりん　大さじ１　　・日本酒　大さじ１
　※Aに甘味を足したい場合は、砂糖をお好みで。
＜作り方＞
　❶   穴子の長さを切り揃えて、竹串を身の中心に通すつもりで打つ。
　❷   グリルで穴子の身に焼き目がつくまで焼き、Ａを塗る。 
　❸   焼きあがったら、一口大に切り分ける。

②穴子の八幡巻
＜材料＞
　・穴子の開き　1/2枚　
　・ゴボウ　1/2本
　・日本酒　適量
　　 ・濃口醤油　大さじ１
　Ｂ ・みりん　大さじ１
　　 ・日本酒　大さじ１
　※Ｂに甘味を足したい場合は、砂糖をお好みで。
＜作り方＞
　❶   ゴボウを軽く茹で、十字に切る。
　❷   ゴボウを芯にして穴子の頭の方から巻

き、爪楊枝で止め、タコ糸で３箇所巻いて、
横串で末広に打つ。

　❸   表面に日本酒を塗り、中火で焼いていく。
　❹   焼き加減を見ながら、Ｂを塗っていき、

焼きあがったら、竹串と糸を外す。
　❺   一口大の大きさに切り分ける。

③豚の角煮
＜材料＞
　・豚バラ肉　２本 ・大根　1/2本　 　・ネギ　１本
　　　・濃口醤油　60㏄ ・薄口醤油　60㏄
　　　・みりん　35㏄ ・砂糖　100g　　
　Ｃ　・酒　120㏄ ・生姜　１片(輪切り)
　　　・出汁　500㏄
＜作り方＞
　❶   豚バラ肉を適当な大きさに切り分け、大根は３cmの半月形

に切る。
　❷   豚バラ肉全体に焼き色がつき、脂が十分染み出るまでフライ

パンで焼く。
　❸   鍋に焼いた豚バラ肉、大根を４切れ、ネギの青い部分を１本

分、Ｃを肉が浸かる程度入れて、中火から弱火で30分ほど煮
立てる。

　❹   灰汁と脂を取り、２時間程度炊いた後、一晩冷やす。
　❺   翌朝、浮いた脂を取り、豚バラ肉を蒸し器で２時間蒸す。

「おせち料理にもう一品」
今月の料理

　現代の名工
　　片地　六治郎さん

提供：石見銀山産直出荷者協議会

年金無料相談
複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間は９：00～ 15：00

1月19日（日）JA大田東支店 ☎0854-82-8514

JAグリーンおおだ

12月31日(火)は、17：00まで営業いたします。
1月1日（水）・2日（木）は、休業日です。

・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

①
②

③
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